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Ⅰ 人材育成基本方針の基本的な視点 

 

１．人材育成基本方針の見直しの必要性 

 

  恵那市は、平成 16 年 10 月に合併し、行財政改革に積極的に取り組み、効率的・効

果的な行政運営を行ってきましたが、当市を取り巻く環境は、急激な人口減少と少子

化と様々な社会的な要因により、さらに厳しさが増すことが予想されます。 

また、世界規模での経済危機や地球規模での環境問題、少子高齢化の進展による人

口構造の変化や景気の低迷などを背景として、引き続き厳しい財政状況にある中で、

持続可能な行財政基盤を確立しつつ、市民に質の高いサービスを安定して提供するた

めには、これまで以上に行財政改革に積極的に取り組むことが求められています。 

 

これらを踏まえ、平成 28 年度からは、新たな第２次総合計画、第３次行財政改革

がスタートします。これらを確実に実施するために必要となる要素を含め、あらため

て人材育成のあり方について整理を行い、さらに効果的で実効性の高い人材育成の取

り組みを進めていく必要があります。 

 

２．人材育成基本方針策定の目的 

 

  地方分権の一層の進展により、地域における総合的な行政主体として高度化・多様

化する市民の行政ニーズに対応し、市民に身近な行政サービスを提供するという地方

公共団体の役割はますます増してきています。また、厳しい財政状況や行政の効率化

を背景に職員数は減少を続けており、個々の職員に、困難な課題を解決する能力と高

い業績を挙げることが従来以上に求められている状況となっています。恵那市におい

ては、平成２８年度からの第２次総合計画及び第３次行財政改革を着実に実行する職

員の育成が必要とされるとともに、地域の将来像と行政のあり方など新たな課題等に

積極的に取り組む組織風土の醸成が求められています。 

   

良好な職場環境を形成するには、職員相互のコミュニケーションや信頼関係を深め

るとともにセルフケア・ラインケアによる心身の健康管理に努めることが大切です。   

また、組織力の向上に重点を置き、組織全体の底上げを図り、総合的、長期的な視

点で人材育成を進め組織全体の活力を引き上げていく必要があります。 

   

このことから、新たな人材育成基本方針は、職員一人ひとりの意識改革を図り、自

主性、主体性を高めるとともに、計画的に人材育成を進め、組織としての総合力を高

めることを目的に定めるものです。 
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 ３．計画期間 

 

  計画期間は平成 28 年度から平成 32 年度までの５ヶ年計画とします。 
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Ⅱ 恵那市職員のあるべき姿 

 

１．恵那市人材育成の基本理念 

人材育成にあたっては、職員一人ひとりの潜在能力を十分に引き出し、全体の

奉仕者として、職員のやる気と意欲の向上を図り、組織力の拡充と強化を目指し

ます。 

そのために、職員が目標を定め業務に取り組めるよう、上司は指導と支援、職

務遂行に必要な知識や能力を開発できるよう、研修の機会や、職場環境を整備し

ます。 

 

２．目指すべき職員像 

恵那市の将来像である「人・地域･自然が輝く交流都市～誇り・愛着を持ち住み

続けるまち～」を目指し、新しい課題にスピード感を持って対応できる職員の育

成を推進します。 

 

（１）高い倫理観を持った職員 

    常に全体の奉仕者であることを認識し、公正・公平な行政執行に努めるととも

に、親切・丁寧・誠実な対応と迅速な行動により、市民から信頼される職員を目

指します。 

 

  （２）市民の立場で考え、行動する職員 

    常に市民ニーズが何であるかということを忘れることなく、市民の立場を理解

し、情報を共有し、市民と共に考え、協働して問題解決に取り組む職員を目指し

ます。 

 

  （３）広い視野と先見性を持った職員 

    社会経済情勢の変化の中で、高度化・多様化する行政課題に的確に対応できる

よう、幅広い視野と先見性をもって問題解決に取り組む職員を目指します。 

 

  （４）自ら考え責任を持ち挑戦する職員 

    常に主体的に専門知識・技術の習得に努め、強い責任感と意欲をもって業務に

取り組み、多角的な視点にたって積極的に新たな課題に挑戦する職員を目指しま

す。 

   

  （５）コスト感覚を持った職員 

    簡素で効率的な行政を実現すために、コスト（特に、お金と時間）について意

識し、スピード感をもって、組織を運営する職員を目指します。 
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Ⅲ 職員に求められる能力 

  

「目指すべき職員像」の実現に向けて必要な能力を「求められる能力」として、「階

層別の基本的な役割」及び「標準職務遂行能力」を明示しました。 

 

階層別の基本的な役割 

 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

標準職務遂行能力 
一般行政職 行政職給料表（一）

標準的な職 標準職務遂行能力 

部長 

（７） 

１倫理・規律遵守 全体の奉仕者として、高い倫理観を有し、担当分野の課題に

責任を持って取り組むとともに、服務規律を遵守し、公正に

職務を遂行することができる。 

２構想 市政全般を取り巻く状況を的確に把握し、先々を見通しつ

つ、市民の視点に立って、行政課題について基本的な方針を

示すことができる。 

３判断 担当分野の責任者として、その課題について、豊富な知識・

経験及び情報に基づき、冷静かつ迅速な判断を行うことがで

きる。 

 

４説明・調整 所管行政について適切な説明を行うとともに、組織方針の実

現に向け、困難な調整を行い、合意を形成することができる。

５業務運営 市民の視点に立ち、不断の業務見直しに率先して取り組むこ

とができる。 

階

層 
主な職 基本的な役割 

管

理

者 

部長 
部局の経営及び統括責任 
特命事項及び施策の推進 

課長 
課の経営及び総括責任 
特命事項及び施策の推進 
監督者及び一般職員の指導育成 

監

督

者 

課長補佐 

所掌事務の進捗管理及び調整 

課長の補佐 

係長及び一般職員の指導育成 

係長 
係の事務の運営 

一般職員の監督・指導 

一

般

職

員 

主査 
担当業務の遂行 

係長の補佐 

主任・主事 担当業務の遂行 
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６組織統率 指導力を発揮し、部下の統率を行い、成果を挙げることがで

きる。 

課長 

（６） 

１倫理・規律遵守 全体の奉仕者として、高い倫理感を有し、課の課題に責任を

持って取り組むとともに、服務規律を遵守し、公正に職務を

遂行することができる。 

２実施施策の立案 組織方針に基づき、行政ニーズを踏まえ、課題を的確に把握

し、実施施策の立案を行うことができる。 

３判断 担当業務の責任者として、適切な判断を行うことができる。

４説明・調整 所管行政について適切な説明を行うとともに、組織方針の実

現に向け、関係者と調整を行い、合意を形成することができ

る。 

５業務運営 コスト意識を持って効率的に業務を進めることができる。 

６組織統率・人材育

成 

適切に業務を配分した上、進捗管理及び的確な指示を行い、

成果を挙げるとともに、部下の指導・育成を行うことができ

る。 

課長補佐 

（５） 

１倫理・規律遵守 全体の奉仕者として、責任を持って課題に取り組むととも

に、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することができる。

２実施施策の立案、

事務事業の実施 

組織や上司の方針に基づいて、実施施策の立案や事務事業の

実施の実務の中核を担うことができる。 

３判断 自ら処理すべき事案について、適切な判断を行うことができ

る。 

４説明・調整 担当する事案について、論理的な説明を行うとともに、関係

者と粘り強く調整を行うことができる。 

５業務遂行 段取りや手順を整え、効率的に業務を進めることができる。

６部下の育成・活用 部下の指導、育成及び活用を行うことができる。 

係長 

総括主査 

（４） 

１倫理・規律遵守 全体の奉仕者として、責任を持って業務に取り組むととも

に、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することができる。

２課題対応 担当業務に必要な専門的知識・技術を習得し、問題点を的確

に把握し、課題に対応することができる。 

３協調性 上司・部下等と協力的な関係を構築することができる。 

４説明 担当する事案について分かりやすい説明を行うことができ

る。 

５業務遂行 計画的に業務を進め、担当業務全体のチェックを行い、確実

に業務を遂行することができる。 

６部下の育成・活用 部下の指導、育成及び活用を行うことができる。 

 

主査 

（３） 

１倫理・規律遵守 全体の奉仕者として、責任を持って業務に取り組むととも

に、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することができる。



 - 6 -

２課題対応 担当業務についての知識・技術を習得し、課題に適切に対応

する。 

３コミュニケーシ

ョン 

上司・同僚等と円滑かつ適切なコミュニケーションをとるこ

とができる。 

４業務遂行 意欲的に業務に取り組むことができる。 

主任 

主事 

(2.1) 

１倫理・規律遵守 全体の奉仕者として、責任を持って業務に取り組むととも

に、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することができる。

２知識・技術 業務に必要な知識・技術を習得することができる。 

３コミュニケーシ

ョン 

上司・同僚等と円滑かつ適切なコミュニケーションをとるこ

とができる。 

４業務遂行 意欲的に業務に取り組むことができる。 

保育教諭 行政職給料表（一）

標準的な職 標準職務遂行能力 

園長 

（５） 

１倫理・規律遵守 保育業務に従事する者としての責任を自覚しつつ、業務の課

題に責任を持って取り組むとともに、服務規律を遵守し、全

体の奉仕者として、公正に職務を遂行することができる。 

２知識・技術・安全

管理 

保育業務についての十分な専門知識・技術及び豊富な経験に

基づき、迅速かつ適切に業務を行うとともに、安全管理を行

うことができる。 

３判断 所管する事案について、適切な判断を行うことができる。 

４連携の確保 関係者との信頼関係を構築し、連携して事案に対応すること

ができる。 

５組織統率・人材育

成 

適切に業務を配分した上、業務の実施状況を管理し、成果を

挙げるとともに、部下の指導・育成を行うことができる。 

副園長 

（４） 

１倫理・規律遵守 保育業務に従事する者としての責任を自覚しつつ業務に取

り組むとともに、服務規律を遵守し、全体の奉仕者として、

公正に職務を遂行することができる。 

２知識・技術・安全

管理 

保育業務についての専門知識・技術及び経験に基づき、迅速

かつ適切に業務を行うとともに、安全管理を行うことができ

る。 

３信頼関係の構築 上司・部下・関係部署等との信頼関係を構築することができ

る。 

４利用者等への説

明・指導 

利用者やその家族等と円滑かつ適切なコミュニケーション

をとり、分かりやすい説明・指導を行うことができる。 

５部下の育成・活用 部下の指導、育成及び活用を行うことができる。 

主査 

（３） 

１倫理・規律遵守 保育業務に従事する者としての責任を自覚しつつ業務に取

り組むとともに、服務規律を遵守し、全体の奉仕者として、

公正に職務を遂行することができる。 
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２知識・技術・安全

管理 

保育業務についての専門知識・技術に基づき、迅速かつ適切

に業務を行うとともに、安全管理を行うことができる。 

３協調性 上司・同僚等との協力関係を構築することができる。 

４利用者等への説

明・指導 

利用者やその家族等と円滑かつ適切なコミュニケーション

をとり、分かりやすい説明・指導を行うことができる。 

５業務遂行 仕事の目的や自己の役割を自覚し、責任を持って積極的に職

務に取り組むことができる。 

主任 

主事 

(2.1) 

１倫理・規律遵守 保育業務に従事する者としての責任を自覚しつつ業務に取

り組むとともに、服務規律を遵守し、全体の奉仕者として、

公正に職務を遂行することができる。 

２知識・技術・安全

管理 

保育業務に必要な知識・技術を習得及び活用するとともに、

安全管理に努めることができる。 

３コミュニケーシ

ョン 

上司・同僚・保護者等と円滑かつ適切なコミュニケーション

をとることができる。 

４業務遂行 仕事の目的や自己の役割を自覚し、責任を持って積極的に職

務に取り組むことができる。 

消防職 行政職給料表（一）

標準的な職 標準職務遂行能力 

消防長 

（消防司令長） 

（７）  

１倫理・規律遵守 全体の奉仕者として、高い倫理観を有し、所管組織の重要課

題に責任を持って取り組むとともに、服務規律を遵守し、公

正に職務を遂行することができる。 

２構想 所管行政を取り巻く状況を的確に把握し、先々を見通しつ

つ、市民の視点に立って、重要課題について基本的な方針を

示すことができる。 

３判断 所管組織の責任者として、その重要課題について、高い識見

をもって、冷静かつ迅速な判断を行うことができる。 

４説明・調整 所管行政について適切な説明を行うとともに、組織方針の実

現に向け、困難な調整を行い、職場内外に合意を形成するこ

とができる。 

５業務運営 関連分野への影響を把握し、幅広い視野から適切に業務を運

営できる。 

６組織統率 高い指導力を発揮し、部下の統率を行い、成果を挙げること

ができる。 

課長 

（消防司令） 

（６） 

１倫理・規律遵守 全体の奉仕者として、高い倫理感を有し、所掌する事務の課

題に責任を持って取り組むとともに、服務規律を遵守し、公

正に職務を遂行することができる。 
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２構想 所管行政を取り巻く状況を的確に把握し、市民の視点に立っ

て、所掌する事務の課題に対応するための方針を示すことが

できる。 

 

３判断 所掌する事務の責任者として、豊富な知識・経験及び情報に

基づき、適切な判断を行うことができる。 

４説明・調整 所管行政について適切な説明を行うとともに、組織方針の実

現に向け、関係者と調整を行い、職場内外において合意を形

成することができる。 

５業務運営 適切に業務を配分し、進捗管理及び的確な指示を行うことが

できる。 

６組織統率・人材育

成 

部下の統率を行い、成果を挙げるとともに、部下の指導・育

成を行うことができる。 

課長補佐 

（消防司令） 

（消防司令補） 

（５） 

１倫理・規律遵守 全体の奉仕者として、担当業務の第１線において課題に取り

組むとともに、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行するこ

とができる。 

２企画・立案、課題

対応 

担当業務について、問題点を的確に把握し、施策の企画・立

案や課題対応の実務の中核を担うことができる。 

３判断 自ら処理すべき事案について、適切な判断を行うことができ

る。 

４説明・調整 担当する事案について、論理的な説明を行うとともに、関係

者と調整を行うことができる。 

５業務遂行 段取りや手順を整え、効率的かつ効果的に業務を進めること

ができる。 

６部下の育成・活用 部下の活用を行うとともに、指導・育成を行うことができる。

係長 

総括主査 

（消防司令補） 

（５） 

１倫理・規律遵守 全体の奉仕者として、責任を持って業務に取り組むととも

に、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することができる。

２課題対応 業務に必要な知識・技術を十分に有しており、課題に対応す

ることができる。 

３説明・協調性 担当する事案について分かりやすい説明を行うとともに、職

場内において協力的な関係を構築することができる。 

４業務遂行 計画的に業務を進め、担当業務全体のチェックを行い、確実

に業務を遂行することができる。 

５部下の育成・活用 部下の活用を行うとともに、指導・育成を行うことができる。

 

主査 

（消防司令補） 

（消防士長） 

１倫理・規律遵守 全体の奉仕者として、責任を持って業務に取り組むととも

に、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することができる。
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（３） 

 

 

２知識・技術 業務に必要な知識・技術を有している。 

３コミュニケーシ

ョン 

職場内外において円滑かつ適切なコミュニケーションをと

ることができる。 

４業務遂行 計画的かつ確実に業務を遂行することができる。 

主任 

主事 

（消防副士長） 

（消防士） 

（2.1） 

 

１倫理・規律遵守 全体の奉仕者として、責任を持って業務に取り組むととも

に、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することができる。

２知識・技術 業務に必要な知識・技術を習得することができる。 

３コミュニケーシ

ョン 

上司・同僚等と円滑かつ適切なコミュニケーションをとるこ

とができる。 

４業務遂行 計画的に業務を遂行することができる。 

技能職員 行政職給料表（二）

標準的な職 標準職務遂行能力 

班長 

係長 

（５） 

１倫理・規律遵守 全体の奉仕者として、責任を持って業務に取り組むととも

に、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することができる。

２知識・技能・業務

遂行 

担当業務についての知識・技能及び経験に基づき、的確に業

務を遂行することができる。 

３協調性 上司・部下等と協力的な関係を構築することができる。 

４業務管理 安全管理を意識し、適切に作業の割り振りを行い、効率的に

業務を進めるとともに、関係者との適切な連絡調整をするこ

とができる。 

５部下の育成・活用 部下の指導、育成及び活用を行うことができる。 

主査 

（４） 

１倫理・規律遵守 全体の奉仕者として、責任を持って業務に取り組むととも

に、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することができる。

２知識・技能 業務に必要な知識・技能を習得することができる。 

３コミュニケーシ

ョン 

上司・同僚等と円滑かつ適切なコミュニケーションをとるこ

とができる。 

４業務遂行 安全意識に努め、効率的に業務を進めるとともに、最適な手

段・方法を考え、意欲的に業務に取り組むことができる。 

主任 

技能職員 

(3.2.1) 

１倫理・規律遵守 全体の奉仕者として、責任を持って業務に取り組むととも

に、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することができる。

２知識・技能 業務に必要な知識・技能を習得することができる。 

３コミュニケーシ

ョン 

上司・同僚等と円滑かつ適切なコミュニケーションをとるこ

とができる。 

４業務遂行 安全意識に努め、最適な手段・方法を考え、意欲的に業務に

取り組むことができる。 
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医師職 医療職給料表（一）

標準的な職 標準職務遂行能力 

病院長 

医療管理者 

診療所長 

（５） 

１倫理・規律遵守 医師としての責任を自覚しつつ、高い倫理観を有し、所管の

課題に責任をもって取り組むとともに、服務規律を遵守し全

体の奉仕者として、公正に職務を遂行することができる。 

２構想 市の方針に基づき、業務に対するニーズを踏まえ、業務運営

の方針を示すことができる。 

３知識・技術・診療 高度な医学的知識・技術及び豊富な経験に基づき、困難な症

例について、適切な診療を行うことができる。 

４判断 所管の責任者として、適切な判断を行うことができる。 

５調整 円滑に診療業務を遂行できるよう関係者と調整を行い、合意

を形成することができる。 

６組織統率・人材育

成 

医療業務の運営に関し、的確な指示を行い、成果を挙げると

ともに、部下の指導・育成を行うことができる。 

診療所長 

副病院長 

医長 

（４） 

１倫理・規律遵守 医師としての責任を自覚しつつ、高い倫理観を有し、所管す

る業務の課題に責任をもって取り組むとともに、服務規律を

遵守し全体の奉仕者として、公正に職務を遂行することがで

きる。 

２知識・技術・診療 医学的知識・技術及び経験に基づき、適切な診療を行うこと

ができる。 

３信頼関係の構築 上司・同僚・関係部署等と信頼関係を構築することができる。

４患者への説明・指

導 

患者やその家族等と円滑かつ適切なコミュニュケーション

をとり、分かりやすい説明・指導を行うことができる。 

５部下の育成 部下の指導、育成及び活用を行うことができる。 

医師 

(3.2.1) 

１倫理・規律遵守 医師としての責任を自覚しつつ業務に取り組むとともに、服

務規律を遵守し、全体の奉仕者として、公正に職務を遂行す

ることができる。 

２知識・技術・診療 医学的知識・技術及び経験に基づき、適切な診療を行うこと

ができる。 

３協調性 上司・同僚等と協力的な関係を構築することができる。 

４患者への説明・指

導 

患者やその家族等と円滑かつ適切なコミュニュケーション

をとり、分かりやすい説明・指導を行うことができる。 

医療技術職 医療職給料表（二）

標準的な職 標準職務遂行能力 

技術部長 

技師長 

薬局長 

（５） 

１倫理・規律遵守 医療技術に関する業務に従事する者としての責任を自覚し

つつ、所管する業務の課題に責任を持って取り組むととも

に、服務規律を遵守し、全体の奉仕者として、公正に職務を

遂行することができる。 
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２知識・技術・業務

遂行 

医療技術に関する業務についての十分な専門的知識・技術及

び豊富な経験に基づき、迅速かつ適切に業務を行うことがで

きる。 

３判断 所管する業務の責任者として、適切な判断を行うことができ

る。 

４調整 円滑に業務を遂行できるよう関係者と調整を行い、合意を形

成することができる。 

５組織統率・人材育

成 

適切に業務を配分した上、業務の実施状況を管理し、成果を

挙げるとともに、部下の指導・育成を行うことができる。 

主任技術主査 

技術主査 

（４） 

１倫理・規律遵守 医療技術に関する業務に従事する者としての責任を自覚し

つつ業務に取り組むとともに、服務規律を遵守し、全体の奉

仕者として、公正に職務を遂行することができる。 

２知識・技術・業務

遂行 

医療技術に関する業務についての専門的知識・技術及び経験

に基づき、迅速かつ適切に業務を行うことができる。 

３信頼関係の構築 上司・部下・関係部署等との信頼関係を構築することができ

る。 

４患者等への説

明・指導 

患者やその家族等と円滑かつ適切なコミュニケーションを

とり、分かりやすい説明・指導を行うことができる。 

５部下の育成・活用 部下の指導、育成及び活用を行うことができる。 

主任技師 

（３） 

１倫理・規律遵守 医療技術に関する業務に従事する者としての責任を自覚し

つつ業務に取り組むとともに、服務規律を遵守し、全体の奉

仕者として、公正に職務を遂行することができる。 

２知識・技術・業務

遂行 

医療技術に関する業務についての専門的知識・技術及び経験

に基づき、迅速かつ適切に業務を行うことができる。 

３協調性 上司・同僚等との協力関係を構築することができる。 

４患者等への説

明・指導 

患者やその家族等と円滑かつ適切なコミュニケーションを

とり、分かりやすい説明・指導を行うことができる。 

技師 

技師補 

(2.1) 

１倫理・規律遵守 医療技術に関する業務に従事する者としての責任を自覚し

つつ業務に取り組むとともに、服務規律を遵守し、全体の奉

仕者として、公正に職務を遂行することができる。 

２知識・技術・業務

遂行 

医療技術に関する業務についての専門的知識・技術に基づ

き、適切に業務を行うことができる。 

３コミュニケーシ

ョン 

上司・同僚等と円滑かつ適切なコミュニケーションをとるこ

とができる。 

４患者等への説

明・指導 

患者やその家族等と円滑かつ適切なコミュニケーションを

とり、説明・指導を行うことができる。 

 

看護職（保健師含） 医療職給料表（三） 
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標準的な職 標準職務遂行能力 

看護部長 

（６） 

１倫理・規律遵守 医療技術に関する業務に従事する者としての責任を自覚し

つつ、所管する業務の課題に責任を持って取り組むととも

に、服務規律を遵守し、全体の奉仕者として、公正に職務を

遂行することができる。 

２知識・技術・業務

遂行 

医療技術に関する業務についての十分な専門的知識・技術及

び経験に基づき、迅速かつ適切に業務を行うことができる。

 

３判断 所管する業務の責任者として、適切な判断を行うことができ

る。 

４調整 円滑に業務を遂行できるよう関係者と調整を行い、合意を形

成することができる。 

５組織統率・人材育

成 

適切に業務を配分した上、業務の実施状況を管理し、成果を

挙げるとともに、部下の指導・育成を行うことができる。 

主任技術主査 

看護師長 

（５） 

１倫理・規律遵守 医療技術に関する業務に従事する者としての責任を自覚し

つつ業務に取り組むとともに、服務規律を遵守し、全体の奉

仕者として、公正に職務を遂行することができる。 

２知識・技術・業務

遂行 

医療技術に関する業務についての専門的知識・技術及び経験

に基づき、迅速かつ適切に業務を行うことができる。 

３信頼関係の構築 上司・部下・関係部署等との信頼関係を構築し、連携して事

案に対応することができる。 

４患者等への説

明・指導 

患者やその家族等と円滑かつ適切なコミュニケーションを

とり、分かりやすい説明・指導を行うことができる。 

５部下の育成・活用 部下の指導、育成及び活用を行うことができる。 

技術主査 

副看護師長 

（４） 

１倫理・規律遵守 医療技術に関する業務に従事する者としての責任を自覚し

つつ業務に取り組むとともに、服務規律を遵守し、全体の奉

仕者として、公正に職務を遂行することができる。 

２知識・技術・業務

遂行 

医療技術に関する業務についての専門的知識・技術に基づ

き、迅速かつ適切に業務を行うことができる。 

３協調性 上司・部下等と協力的な関係を構築することができる。 

４患者等への説

明・指導 

患者やその家族等と円滑かつ適切なコミュニケーションを

とり、分かりやすい説明・指導を行うことができる。 

５部下の育成・活用 部下の指導・育成を行うことができる。 

主任技師  

(3) 

１倫理・規律遵守 医療技術に関する業務に従事する者としての責任を自覚し

つつ業務に取り組むとともに、服務規律を遵守し、全体の奉

仕者として、公正に職務を遂行することができる。 

２知識・技術・業務

遂行 

医療技術に関する業務についての専門的知識・技術に基づ

き、適切に業務を行うことができる。 
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３協調性 上司・同僚等との協力関係を構築することができる。 

４患者等への説

明・指導 

患者やその家族等と円滑かつ適切なコミュニケーションを

とり、説明・指導を行うことができる。 

技師 

技師補 

(2.1) 

１倫理・規律遵守 医療技術に関する業務に従事する者としての責任を自覚し

つつ業務に取り組むとともに、服務規律を遵守し、全体の奉

仕者として、公正に職務を遂行することができる。 

２知識・技術・業務

遂行 

医療技術に関する業務についての専門的知識・技術に基づ

き、適切に業務を行うことができる。 

３コミュニケーシ

ョン 

上司・同僚等と円滑かつ適切なコミュニケーションをとるこ

とができる。 

４患者等への説

明・指導 

患者やその家族等と円滑かつ適切なコミュニケーションを

とり、説明・指導を行うことができる。 

※標準的な職の（ ）内は、各給料表の職務の級です。 

※下線強調文字は、前職から昇格に伴い、さらに求められる能力となる。 
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Ⅳ 人材育成基本方針体系図 

 
 

 

第２次総合計画  

人・地域・自然が輝く交流都市 
～誇り・愛着を持ち住み続けるまち～ 

  理念         

            

恵那市人材育成基本方針（第３次） 

（１）高い倫理観を持った職員 

Ⅰ 市民の視点に立った行政サービスの向上（「質」の改革） 

Ⅱ 簡素で効率的な行政経営の確立（「量」の改革） 

（２）市民の立場で考え、行動する職員 

（３）広い視野と先見性を持った職員 

（４）自ら考え責任を持ち挑戦する職員 

（５）コスト感覚を持った職員 

第３次 恵那市行財政改革大綱 ～地域経営力の向上による持続可能なまちづくり～ 

安心

快適 活力 
〔優先する視点〕 

  人口減少対策 市（財政）の存続 
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Ⅴ 人材育成への取り組み 

 

１．人事制度 

 

（１）人事評価 

    新たな人事評価制度により、組織全体の士気高揚を促し、公務能率の

向上、市民サービスの向上につなげる。 

公平性、公正性、透明性、客観性、納得性の高い、信頼できる人事評価

とするため制度の運用を行います。 

 

◆具体的な取り組み◆ 

  組織目標との整合性、新たな人事評価制度の周知、運用、上司評価制度

の検討 

 

（２）昇任試験制度の実施 

    一般行政職、消防職、保健師及び保育教諭への係長、課長級ポストへ

の登用は能力、経験、適正、意欲を基に昇任試験を実施し、本格導入し

ます。 

    今後、他の職種、階級への実施や、上司、部下の推薦などの検討を行

う。 

 

（３）優秀な人材の確保 

定員適正化計画を遂行するにあたり、計画的な職員採用を実施すると

ともに、より個性や適性を重視した有為な人材を確保する方策を推進し

ます。 

 

◆具体的な取り組み◆ 

   採用試験の強化、民間企業等経験者の拡充、専門職・技術職の確保、再

任用職員の活用、任期付職員の活用 

 

  

（４）キャリアデザイン 

    職員自身が自らの適性、経験などを踏まえ、仕事を通して将来的にど

のような自分になりたいかを明確にし、能力、意欲の向上を図り、自ら

のめざす姿を明確にすることが重要です。 

そのために組織においてそれぞれの職員に求められる能力を明確にし、

各自で適性を確認するためのジョブ・ローテーションを推進します。 

複線型人事制度や、庁内求人制度など、職員の適性・能力や、希望、

挑戦意欲と向上心を高める制度の創設を検討します。 
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◆具体的な取り組み◆ 

   育成型ジョブローテーションの実施、人事評価制度、自己申告制度を 

活用した人事配置 

 

 

２．研修制度 

 

   職員が市民の視点に立って職務を遂行するとともに、効率的な行政運営

を行うための経営能力など、職員に共通して求められる能力開発を推進する

ため、研修の充実強化を図ります。 

 

（１）接客マナーの向上 

    行政運営をするなかで、市民のみなさまへの接遇応対の向上は最も重

要な課題であることから接客マナーの向上を図ります。 

    クレーム対応などの事例を集約しながら、再発防止への仕組みを考え

ながら接客マナー向上研修を実施します。 

 

   ◆具体的な取り組み◆ 

    新規採用職員や、非常勤職員等への接遇研修の実施、接客マナー向上

研修の実施 

 

  

（２）自己啓発の支援 

    組織全体の底上げを行うには、職員自らが自発的に学習する姿勢を持

ち続けることが重要です。全ての職員が積極的に自己啓発に取り組める

職場環境づくりを進めるとともに自己啓発の支援を図ります。 

 

   ◆具体的な取り組み◆ 

    業務改善の実施、職員自主研修の推進、通信教育講座・e－ラーニング

の推進、公募による先進事例研修、資格取得補助制度検討、ボランティ

ア活動への参加 

 

 （３）職場研修（ＯＪＴ）の推進 

    実務知識・技術、対人的能力など、仕事を通じて身につけることので

きる最も効果的な研修の形態であることから、組織的にＯＪＴを推進し

ます。 

    また、将来性と成長に大きな可能性を持つ新規採用職員を早期に育成

することを目的として、メンターを設置して仕事における不安や悩みの

解消、業務の指導・育成をサポートします。 
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※ＯＪＴ（On The Job Training） 

職場の上司や先輩が部下や後輩に対し知識・技術・態度などを

意図的・計画的・継続的に指導し、育成すること。 

     

※メンター制度 

       メンターとは何でも相談できる心の師や先輩、目標となる人物

という意味であり、所属部署における上司が、指導・相談役と

なり新規採用職員をサポートする制度です。 

 

 

 （４）職場外研修（Ｏｆｆ－ＪＴ）の推進 

    職場や職員が求めている能力のための研修ニーズに十分に応え、研修

内容の充実を図ります。 

 

   ◆具体的な取り組み◆ 

    国、県及び省庁への長期研修派遣・人事交流、海外への派遣研修、職

種別・階層別研修の実施、岐阜県市町村振興協会研修への参加、研修ニ

ーズの適正把握、民間企業への派遣、個別業務に対応した専門研修の受

講 

 

    ※Ｏｆｆ－ＪＴ（Off the Job Training） 

      通常の仕事を一時的に離れて行う教育訓練 

    
各階層における習得研修 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

階

層 
主な職 研修内容 能力 

管

理

者 

部長 － 行政経営能力 
管理統率能力 
指導育成能力 課長 危機管理、行政経営 

監

督

者 

課長補佐 組織マネジメント、労務管理基礎知識 管理統率能力 
知識・責任感 
対応能力 
折衝調整能力 係長 コーチング、会議運営、政策立案 

中

堅

職

員 

主査 

主任 

接客マナー、クレーム対応、政策形成、業務

改善、プレゼンテーション能力 知識・責任感 
対応能力 
業務改善 
目標達成能力 
体力・健康維持

初

任

職

員 

主事 

接遇、公務員倫理、コンプライアンス、コミ

ュニュケーション、地方自治・地方公務員制

度、公文書作成、メンタルタフネス 
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３．職場環境 

 

（１）心身の健康管理 

   職員の総合健康診断を実施するほか、メンタルヘルス不調を未然に防ぐ

ことや、心身疾患の早期発見、早期対応及び重症化を防止するため、ストレ

スチェック制度を実施するなど、心の健康面に重点を置いた取り組みを実施

します。 

   また、「心の健康問題」について理解できるよう研修等を実施し安全衛生

の充実を図ります。 

 

◆具体的な取り組み◆ 

   職員総合健康診断の実施、ストレスチェック制度の実施、時間外勤務の

縮減、産業カウンセラーの活用、ノー残業デーの徹底、メンタルヘルス

研修・労務管理基礎研修の実施 

 

 

（２）仕事と子育ての両立支援 

   職員のニーズに即した次世代育成対策を計画的かつ着実に実施するため

「恵那市特定事業主行動計画」を策定し、取り組みを行っています。 

特に勤務環境の整備、超過勤務の縮減、休暇取得の促進などが揚げられ、 

「恵那市職員のための子育て支援ハンドブック」を作成し、職場全体で子育 

てを応援することとしています。 

子育て世代の職員だけではなく、それを支える職場の皆さん、管理職の皆 

さんが「仕事と子育ての両立に関わる制度」正しく理解することにより、よ 

り良い職場環境へとつながります。 

 

◆具体的な取り組み◆ 

   制度の周知と意識啓蒙、時間外勤務の制限、ノー残業デーの実施、勤務

時間管理の徹底、年次休暇の取得促進 

 

 

（３）女性職員の仕事と家庭の両立支援 

  女性の職業生活における活躍を推進するための取り組みを定め、仕事と 

家庭の両立ができる職場環境を目指します。 

  例えば、女性がいない又は少ない職場等への積極的な配置、高度な知識・ 

スキルを身につけるための研修、女性職員のキャリアアップ研修などを実 

施して、能力発揮の促進を行い、仕事と家庭が両立できる環境を整備します。 



 - 19 -

Ⅵ 職員育成のための取り組みと効果 

 

 高い倫理観

を持った職

員 

市民の立場

で考え、行

動する職員

広い視野と

先見性を持

った職員 

自ら考え責

任を持ち挑

戦する職員 

コスト感覚

を持った職

員 

１
．
人
事
制
度 

人事評価 ○ ○ ○ ○ ○ 

昇任試験制

度の実施 
○  ○ ○ ○ 

優秀な人材

の確保 
○ ○ ○ ○ ○ 

キャリアデ

ザイン 
○  ○ ○  

２
．
研
修
制
度 

接客マナー

の向上 
○ ○    

自己啓発の

支援 
○  ○ ○  

職場研修の

推進 
○ ○ ○ ○ ○ 

職場外研修

の推進 
○ ○ ○ ○ ○ 

３
．
職
場
環
境 

心身の健康

管理 
 ○  ○  

仕事と子育

ての両立支

援 

 ○  ○  

女性職員の

仕事と家庭

の両立支援 

 ○  ○  

 

目指すべき

職員像 
人材育成への

取り組み 


